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はじめに
陸産ウズムシ類は，扁形動物門，三岐腸目（ウズ

ムシ目）に属するウズムシ類のうち，陸上に生息す
るものの総称である．近年の分子系統学的な研究か
ら単系統群であることが示唆されており，分類学的
にはリクウズムシ科（Geoplanidae）にまとめられ
る（図 1；Sluys et al., 2009）．体節がなく，口が
前端に見られないことなどから，陸上に生息する他
の生物群と区別できる（青木，1999）．

利尻島ではこれまでに，複数回にわたって淡水
産ウズムシ類（プラナリア）の調査がなされ，
2 種の固有種（リシリウズムシ Dendrocoelopsis 
ichikawai， リ シ リ オ オ ウ ズ ム シ Bdellocephala 
borealis）を含む多種のプラナリアの生息が明
らかになっているが（石田，2000；石田ほか，
2011），陸産ウズムシ類の生息が確認された事は
ないと思われる．筆者の一人である森井は，2014
年 6 月 29 日に，利尻島北部の姫沼付近にあるノ
ドットマリ川沿い（図 2，St-1，N 45.22686° / E 
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図 1．DNA 分子形質に基づく三岐腸目（ウズムシ目）の分類
体系（Sluys et al., (2009)，久保田・川勝（2010）を改変）．
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141.26077°）において，体長 10mm ほどの陸産ウ
ズムシ類 2 個体を発見したので報告する．

分類および考察
発見された個体には比較的大きな一対の眼点が

あり，また特に前端が細長いことから，リクウズ
ムシ科（Geoplanidae），Rhynchodeminae 亜科，
Rhynchodemini 族の一種であると判断した（図 3；
Ogren & Kawakatsu, 1988；Sluys et al., 2009；
久保田・川勝，2010）．より下位の分類のためには，
内部形態の観察や DNA 分子形質を用いた同定をす

る必要があるが，標本が残っていないためにそれは
叶わない．利尻島における陸産ウズムシ類の分布が
移入によるものなのかどうかも，現時点では判断で
きない．今後のさらなる調査が待たれる．

なお，本報告では Sluys et al. (2009) によって提
唱された，分子系統学的知見を元にした新しい分
類体系を採用している（図 1）．Sluys et al. (2009) 
より前の分類体系に照らし合わせるならば，今回
利尻島において発見された陸産ウズムシ類は，
Rhynchodemidae 科，Rhynchodeminae 亜 科 の
一種と分類できる（Ogren & Kawakatsu, 1988；
Winsor et al., 2004）．Sluys et al. (2009) より前
の分類体系における Rhynchodeminae 亜科は，そ
れ以降の新しい分類体系における Rhynchodemini
族に相当する．
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図 2．陸産ウズムシの観察地点（St-1）．

図 3．発見された陸産ウズムシ類．
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